
美
術
館
に
心
の
安
ら
ぎ
を
み
る

山

　

本

　

秀

　

麿

一
、
は
じ
め
に

平
成
六
年
度
の
開
放
黄
塵
で
「
美
術
館
め
ぐ
り
」
を
行
っ
た
。
限
ら
れ
た
日
時
の
た
め
に
　
「
北
野
美
術
館
」
と
「
信
州
新

町
美
術
館
」
　
の
二
館
の
見
学
と
研
修
に
と
ど
ま
っ
た
。
だ
が
、
二
つ
の
美
術
館
は
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
お
い
て
、
一
見
に

値
す
る
。

近
年
、
美
術
館
学
と
か
、
美
術
館
の
学
芸
員
な
ど
の
こ
と
が
、
話
題
に
な
る
。
美
術
館
と
は
何
か
、
美
術
館
の
歴
史
な
ど
、

調
べ
て
み
ま
し
た
。

l
l
、
美
術
館
と
は
何
か

一
般
的
に
は
、
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
作
品
を
蒐
集
、
展
示
、
保
管
す
る
場
所
を
い
う
。
美
術
館
の
定
義
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
美
術
館
の
あ
り
方
、
問
題
点
に
つ
い
て
『
美
術
館
学
入
門
』
　
（
井
出
洋
l
即
、
平
成
五
年
）
に
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て

い
る
。

美
術
館
に
心
の
安
ら
ぎ
を
み
る
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二

〇

「
世
の
中
な
に
か
住
み
に
く
い
し
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
か
ら
み
ん
な
止
ま
っ
て
み
よ
う
よ
、
と
言
え
る
人
、
あ
る
い
は

勝
手
に
止
ま
っ
て
し
ま
え
る
人
が
本
物
の
芸
術
家
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
る
要
件
だ
と
思
い
ま
す
。
…
…
こ
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
本
能
的
な
感
覚
は
、
一
般
人
に
失
わ
れ
て
久
し
い
、
洞
窟
住
居
時
代
に
は
あ
っ
た
人
間
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
予
知
能

力
み
た
い
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
現
代
社
食
は
人
体
に
と
っ
て
の
ビ
タ
ミ
ン
以
上
に
基
本
的
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た

め
に
、
美
術
に
限
ら
ず
芸
術
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
栄
養
源
の
要
素
は
、
ほ
と
ん
ど
美
術
館
に
詰
ま

っ
て
い
る
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
…
…
美
術
館
は
私
た
ち
の
感
覚
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
現
代
人
の
眠
っ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
所
だ
し
、
ま
た
そ
う
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で

美
術
館
を
訪
れ
る
こ
と
は
、
疲
れ
た
身
を
海
や
山
の
自
然
に
置
く
こ
と
に
似
て
い
る
で
し
ょ
う
。

美
術
館
を
よ
く
し
な
け
れ
ば
日
本
の
美
術
界
は
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。
文
化
全
体
が
そ
う
だ
と
も
い
え
ま
す
が
、
日
本
の

美
術
界
は
作
り
手
も
受
け
手
も
あ
ま
り
商
業
的
に
な
り
す
ぎ
て
い
ま
す
。
美
術
館
も
現
代
美
術
を
含
め
高
額
の
名
品
を
買

い
込
む
こ
と
に
精
を
出
し
、
普
通
な
ら
と
つ
く
に
日
本
の
美
術
館
が
日
本
の
ア
ー
ト
・
シ
ー
ン
を
リ
ー
ド
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
が
、
相
変
わ
ら
ず
そ
の
重
要
な
使
命
は
欧
米
の
権
威
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
…
…
美
術
館
は
放
っ
て
お

く
と
国
公
私
立
を
問
わ
ず
往
々
に
し
て
自
画
自
賛
に
な
っ
て
、
象
牙
の
塔
に
化
す
る
体
質
を
持
っ
て
お
り
、
よ
そ
か
ら
の

批
判
を
受
け
つ
け
た
が
ら
な
い
も
の
で
す
。
け
れ
ど
も
美
術
館
の
社
会
的
な
責
任
の
重
さ
を
考
え
て
み
れ
ば
、
運
営
者
は

芸
術
の
真
理
の
前
に
頭
を
た
れ
て
謙
虚
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
自
戒
を
込
め
て
大
書
き
し

て
お
き
ま
す
。
」

こ
の
文
章
を
書
い
た
井
出
洋
一
郎
氏
は
、
か
っ
て
美
術
館
の
学
芸
員
を
さ
れ
た
の
ち
、
明
星
大
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い



る
。
ま
た
、
内
部
か
ら
の
、
美
術
館
の
あ
り
方
を
示
唆
し
た
も
の
と
し
て
、
傾
聴
す
べ
き
提
言
で
あ
る
。

今
や
美
術
館
は
、
芸
術
家
ば
か
り
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
市
民
を
含
め
、
皆
で
美
術
館
活
動
に
参
加
し
て
ゆ
く

時
代
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
語
源
に
つ
い
て

美
術
館
の
こ
と
を
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
い
っ
て
い
る
。
英
語
、
ド
イ
ツ
語
も
同
じ
発
音
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
語
で
は
ム
ゼ
。

ス
ペ
イ
ン
語
で
ム
セ
オ
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ミ
ュ
ゼ
と
い
う
。

こ
の
他
に
絵
画
館
を
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
と
呼
ん
で
い
る
。
か
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
遊
学
し
た
折
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ア
ル
テ
・

ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
　
（
古
い
絵
画
館
）
　
を
見
学
し
た
。
こ
の
絵
画
館
に
隣
接
し
て
、
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
　
（
新
し
い
絵
画
館
）

が
あ
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
語
源
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
ム
ゼ
イ
オ
ン
か
ら
き
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
由
来
す
る
。
ム
ゼ
イ
オ
ン

は
ム
ー
サ
の
神
殿
の
意
味
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
の
ム
ー
サ
は
、
英
語
の
ミ
ュ
ー
ズ
、
ま
た
は
ミ
ュ
ゼ
の
こ
と
。
ミ
ュ
ー
ズ
は

女
神
た
ち
で
あ
る
。
（
ム
ー
サ
イ
は
ギ
リ
シ
ア
語
、
ム
ー
サ
ー
は
英
語
）

ム
ー
サ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
絵
が
あ
る
。
（
図
1
）

時
代
が
経
て
、
ロ
ー
マ
神
話
に
な
る
と
、
ミ
ュ
ー
ズ
の
九
人
の
女
神
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
的
活
動
を
つ
か
さ
ど
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
ム
ー
サ
の
女
神
を
崇
拝
す
る
学
校
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
ム
ゼ
イ
オ
ン
は
教
育
、
研
究
施
設

の
こ
と
を
さ
し
た
。
こ
の
ム
ゼ
イ
オ
ン
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
語
源
で
あ
る
。

美
術
館
に
心
の
安
ら
ぎ
を
み
る



図1　ムーサーのイメージ画

人
相
る

一
三
二

四
、
ミ
ュ
ー
ズ
の
女
神
た
ち

芸
術
の
ミ
ュ
ー
ズ
の
女
神
た
ち
　
（
ラ
テ
ン
語

の
ム
ー
サ
）
は
、
文
芸
、
音
楽
、
舞
踊
、
哲
学
、

天
文
な
ど
を
司
る
。
父
親
は
ゼ
ウ
ス
で
、
母
親

は
記
憶
の
女
神
ム
ネ
ー
モ
シ
ユ
ネ
ー
。
住
ん
で

い
た
の
は
へ
リ
コ
ー
ン
山
で
あ
る
。
成
長
し
た

女
神
た
ち
は
歌
に
興
じ
て
い
る
と
、
女
神
ア
テ

ナ
（
ア
テ
ー
ナ
ー
）
が
訪
れ
た
と
い
う
。
（
図
2
）

ア
テ
ナ
の
英
語
名
は
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
で
、
都
市

国
家
ア
テ
ー
ナ
イ
の
守
磯
神
と
い
う
。
ト
ロ
イ

ア
戦
争
の
と
き
に
ギ
リ
シ
ア
側
を
応
援
し
勝
利

に
導
い
た
女
神
で
あ
る
。
ア
ラ
ク
ネ
ー
と
技
芸

の
術
を
競
っ
た
た
め
に
、
ヘ
リ
コ
ー
ン
山
の
ミ

ュ
ー
ズ
を
訪
れ
た
。

ミ
ュ
ー
ズ
た
ち
九
人
の
名
前
と
属
性
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。
（
表
1
）



図2　アテナがヘリコーン山の

ミューズを訪れる

ミューズの女神の司る属性（領域）と持ち物（表1）

名　称 ������ｲ�女神の持ち物 

カリオペー 傚h馼靨�書物，月桂冠，楽器 

クレイオー ������譴�巻き物，石板とペン 

エウテルペー 叟(�韋ﾒ�笛と花輪 

タレイア 舒ﾈ����ﾈ��喜劇の仮面，羊鋼の杖 

メルポメネー 儁�����ﾈ��悲劇の仮面，靴 

テルプシコラー �ﾈ,iY�:R�竪琴，花の冠 

エラトー 叟(�韋ﾒ�竪琴，キューピット，白馬 

ポリュヒュム二アー ��8ｾｨ抱����慊�オルガン，リュート 

ウーラニアー �5i[hｧr�天球儀，コンパ云 

美
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に
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み
る
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図
表
に
あ
る
九
人
の
女
神
は
、
カ
リ
オ
ペ
ー
を
最
初
に
、
生
ま
れ
順
で
あ
る
。

カ
リ
オ
ペ
ー
（
図
3
）
　
は
、
歌
の
女
神
だ
。
竪
琴
を
か
き
な
ら
し
て
い
る
の
が
、
音
楽
の
神
ア
ポ
ロ
。

ク
レ
イ
オ
ー
（
図
4
）
　
は
、
歴
史
学
の
女
神
だ
。
書
板
と
鉄
筆
を
手
に
し
て
立
つ
女
神
。
史
実
を
記
録
し
ょ
う
と
し
て
い

る
。
あ
る
が
ま
ゝ
を
書
く
年
代
記
作
者
の
姿
を
示
す
。

エ
ラ
ト
ー
（
図
5
）
　
は
、
抒
情
詩
と
恋
愛
歌
の
女
神
だ
。
手
に
竪
琴
を
持
ち
、
白
鳥
が
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

エ
ラ
ト
ー
の
女
神
は
、
竪
琴
を
奏
で
、
手
前
に
は
楽
譜
が
あ
る
。
譜
面
に
は
音
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
壁
に
は
リ
ュ
ー
ト

に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
置
い
て
あ
る
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
は
現
代
の
形
状
で
な
く
、
円
形
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
楽
器
は
乙
女
が

使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ロ
の
葉
が
l
枝
、
大
き
く
描
か
れ
、
名
声
と
勝
利
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
う
。
中
央
上
部
に

月
桂
樹
の
花
輪
に
囲
ま
れ
た
、
白
鳥
の
絵
が
あ
る
。
白
鳥
は
歌
を
愛
し
、
美
し
い
声
で
歌
う
。
詩
人
の
魂
が
白
鳥
に
変
身
し

た
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
歌
人
や
詩
人
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

五
、
美
の
女
神
と
芸
術
に
つ
い
て

ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
（
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）
と
ミ
ュ
ー
ズ
　
（
図
6
）
　
に
よ
り
、
人
間
界
に
芸
術
を
伝
え
た
、
寓
意
と
表
象
図
が

あ
る
。
な
か
な
か
の
発
想
で
あ
り
、
関
心
さ
せ
ら
れ
る
。
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
あ
り
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
英

語名。図
6
は
造
形
芸
術
の
関
連
図
と
も
い
う
べ
き
エ
ン
ブ
レ
ム
だ
。
画
面
中
央
に
F
O
R
M
A
（
形
）
の
文
字
が
あ
る
。
こ
れ
よ

り
上
部
が
形
而
上
の
非
現
実
の
世
界
で
、
理
念
上
の
も
の
で
あ
る
。
中
央
は
貝
殻
よ
り
生
ま
れ
た
美
の
女
神
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー



五
図3　カリオペーとアポロ
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図4　クレイオー
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図5　エラトー

テ
ー
が
い
る
。
右
に
ミ
ュ
ー
ズ
、
左
に
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
が
描
か
れ
て
い
る
。

ロ
ー
マ
以
後
ル
ネ
サ
ン
ス
に
か
け
て
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
崇
拝
さ
れ
た
。
プ
ラ
ト
ー
ン
に
よ
る
二
つ
の
美
「
天
上
の
美
」
と

「
世
俗
の
美
」
を
表
わ
す
女
神
像
と
し
て
、
二
人
の
女
性
の
姿
で
描
か
れ
る
。
前
者
は
汚
れ
な
き
裸
体
。
後
者
は
衣
服
を
身

に
ま
と
っ
て
い
る
も
の
だ
。
図
6
の
中
央
に
描
か
れ
た
裸
体
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
は
上
半
身
は
人
間
で
、
下
半
身
は
馬
の
怪
物
だ
。
野
獣
的
性
格
で
、
破
壊
と
建
設
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

も
と
′
＼
芸
術
も
同
じ
過
程
を
た

美
術
館
に
心
の
安
ら
ぎ
を
み
る

ど
る
。
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
の
中
で
も
、

賢
者
ケ
イ
ロ
ー
ン
は
医
術
や
学
芸

に
す
ぐ
れ
て
い
た
。

絵
の
左
の
標
示
に
は
く
E
R
・

－
T
A
S
（
真
理
）
　
と
あ
る
。
右
は

D
I
S
N
A
T
l
O
（
神
性
）
で
あ
る
。

中
央
よ
り
下
部
は
、
形
而
下
で

あ
り
、
現
実
の
物
質
界
を
示
し
て

い
る
。
台
座
の
一
段
上
に
く
H
↓
A

H
く
M
A
N
A
（
人
間
の
生
命
）
　
の

一
三
七



図6　アプロデイーテーとミューズ
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文
字
が
あ
る
。
右
に
は
イ
ー
ゼ
ル
上
に
絵
が
あ
り
、
左
に
彫
刻
が
あ
る
。

芸
術
の
女
神
ミ
ュ
ー
ズ
は
、
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
よ
り
稔
明
　
（
た
い
ま
つ
）
を
受
け
と
る
。
松
明
は
霊
感
を
意
味
し
て
い

る
。
左
手
に
竪
琴
を
持
ち
、
鷲
に
乗
っ
て
地
上
界
に
舞
い
降
り
る
。
天
上
界
の
音
楽
が
伝
わ
り
、
地
上
の
楽
園
に
芸
術
の
花

が
開
く
。
こ
れ
が
芸
術
の
源
泉
で
あ
る
。

六
、
長
野
県
に
お
け
る
美
術
館
の
数

紙
面
の
都
合
で
、
世
界
の
美
術
館
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
い
。
特
に
西
洋
に
お
け
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
物
語
は
沢

山
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
機
会
に
書
い
て
み
た
い
と
思
う
。

さ
て
、
山
国
信
州
は
「
山
紫
水
明
の
地
」
で
あ
る
。
自
然
そ
の
も
の
が
美
し
く
、
人
工
的
な
絵
画
や
彫
刻
な
ど
、
そ
の
造

形
美
も
影
が
薄
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
密
度
も
偲
い
た
め
、
美
術
館
の
数
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ
。
と

こ
ろ
が
　
『
信
州
の
美
術
館
』
　
（
鈴
木
潔
、
保
育
社
、
昭
和
六
十
年
）
　
に
よ
れ
ば
、

「
長
野
県
に
は
美
術
館
を
含
む
博
物
館
施
設
が
二
二
〇
余
り
あ
る
。
こ
れ
は
東
京
、
北
海
道
に
次
い
で
多
い
。
郷
土
が
生

ん
だ
芸
術
家
を
記
念
す
る
も
の
、
中
央
で
成
功
し
た
実
業
家
が
故
郷
へ
錦
を
飾
っ
た
も
の
な
ど
、
動
機
は
さ
ま
ざ
ま
…
…

訪
れ
る
側
に
と
つ
て
は
た
い
へ
ん
好
ま
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
た
。
」

先
日
の
N
H
K
テ
レ
ビ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
数
す
で
に
二
百
を
越
え
て
い
る
と
い
う
。
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ら
み
で
「
志

．
賀
高
原
ロ
マ
ン
美
術
館
」
　
の
建
設
も
進
め
ら
れ
、
筆
者
も
建
設
委
員
の
一
人
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
　
『
長
野
鼎
美
術
大
事
典
』
　
（
小
崎
軍
司
編
著
、
郷
土
出
版
社
、
昭
和
六
十
一
年
）
　
に
は
、

「
長
野
県
内
に
は
、
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
十
一
年
）
　
現
在
で
、
美
術
館
が
三
〇
館
近
く
あ
る
。
数
を
特
定
で
き
な
い
の

美

術

館

に

心

の

安

ら

ぎ

を

み

る
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一

四

〇

は
、
個
人
経
営
の
画
廊
の
よ
う
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
持
っ
て
《
美
術
館
》
と
称
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
る
か
ら

だ
。
そ
れ
ら
は
、
や
が
て
大
規
模
な
館
に
発
展
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
、
突
然
つ
ぶ
れ
て
し
き
フ
こ
と
だ
っ
て
予

想
で
き
る
。
従
っ
て
社
会
的
な
と
い
う
か
、
公
的
存
在
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
ど
う
位
置
づ
け
て
よ
い
か
迷
う
か
ら
で
あ
る
。

人
口
二
百
十
数
万
人
の
県
内
に
約
三
〇
の
美
術
館
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
驚
く
べ
き
数
字
だ
。
」
と
出
て
い
る
。

美
術
・
博
物
館
法
に
よ
る
、
学
芸
員
と
か
、
規
模
の
大
き
さ
か
ら
み
れ
ば
、
三
十
館
と
あ
る
が
、
私
立
美
術
館
や
博
物
館
、

小
規
模
も
含
め
れ
ば
、
そ
の
数
は
二
百
を
越
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

七
、
信
州
の
美
術
館
の
歩
み

大
規
模
美
術
館
で
古
い
歴
史
を
持
っ
た
も
の
は
、
諏
訪
市
美
術
館
だ
。
戦
時
中
の
片
倉
製
糸
が
建
て
た
片
倉
館
付
属
の
徽

古
館
が
、
戦
後
の
財
閥
解
体
に
よ
り
、
民
間
の
有
志
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
長
野
県
の
美
術
館
は
戦
後
に

な
っ
て
か
ら
歩
み
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
三
年
穂
高
町
に
篠
山
美
術
館
が
開
館
し
た
。
本
学
美
術
デ
ー
に
は
、
こ
こ
を
訪
れ
る
。
ま
た
本
学
の
所
在
地
上

田
市
で
は
、
昭
和
三
十
七
年
山
本
鼎
記
念
館
が
開
館
す
る
。
農
民
美
術
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
る
、
自
由
画
運
動
に
よ

る
、
児
童
画
教
育
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
学
生
達
の
レ
ポ
ー
ト
の
一
つ
に
「
山
本
鼎
記
念
館
見
学
記
」
が
あ
る
。

昭
和
四
十
一
年
に
長
野
県
信
濃
美
術
館
が
開
館
す
る
。

昭
和
四
十
三
年
、
本
学
理
事
長
北
野
次
登
氏
と
そ
の
先
代
北
野
吉
生
民
の
父
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
、
北
野
美
術
館
が

開
館
し
た
。
前
出
、
本
学
美
術
デ
ー
に
は
、
同
館
に
も
足
を
運
ぶ
。
一
般
教
養
の
西
洋
美
術
史
で
学
ん
だ
、
有
名
作
家
の
作



品
が
あ
り
、
学
生
達
も
感
激
す
る
。
ま
た
、
平
成
六
年
度
、
本
学
開
放
講
座
「
美
術
館
め
ぐ
り
」
で
も
、
次
に
紹
介
す
る
信

州
新
町
美
術
館
と
と
も
に
見
学
し
た
こ
と
を
、
は
じ
め
に
書
い
た
。

北
野
美
術
館
と
同
じ
、
昭
和
四
十
三
年
に
信
州
新
町
に
町
立
美
術
館
が
開
館
。
更
に
同
館
は
昭
和
五
十
七
年
新
館
が
完
成

し
て
移
動
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
、
上
田
市
別
所
に
常
楽
寺
美
術
館
が
で
き
る
。

昭
和
五
十
年
に
は
、
小
諸
市
に
小
山
敬
三
美
術
館
が
開
館
。

昭
和
五
十
l
年
、
小
布
施
町
に
北
斉
館
。

昭
和
五
十
四
年
、
上
田
市
に
信
濃
デ
ッ
サ
ン
館
。
そ
の
後
も
、
私
立
、
公
立
と
美
術
館
が
続
々
と
開
館
し
て
、
現
在
に
統

〇

七
、
上
田
市
に
あ
る
美
術
館

上
田
女
子
短
期
大
学
近
く
に
あ
る
、
美
術
館
を
調
べ
て
み
た
。

ま
ず
上
田
市
内
に
は
石
井
鶴
三
美
術
館
が
あ
る
。
昭
和
六
十
年
に
旧
市
立
図
書
館
が
新
館
に
移
館
し
た
後
に
開
館
し
て
い

る
。
石
井
鶴
三
は
東
京
芸
大
の
教
授
。
ま
た
日
本
芸
術
院
会
員
で
も
あ
る
。
上
田
彫
塑
合
の
講
師
を
つ
と
め
、
教
え
子
も
多

い。

上
田
市
城
祉
公
園
内
に
山
本
鼎
記
念
館
が
あ
る
。
昭
和
三
十
七
年
の
開
館
と
い
う
か
ら
古
い
。
児
童
自
由
画
教
育
運
動
、

農
民
美
術
運
動
な
ど
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

美
術
館
に
心
の
安
ら
ぎ
を
み
る
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一

四

二

上
田
の
市
街
地
か
ら
離
れ
、
短
大
近
く
の
独
鈷
山
前
山
寺
の
隣
接
地
に
、
信
濃
デ
ッ
サ
ン
館
が
あ
る
。
館
長
の
笹
島
誠
一

郎
氏
は
、
文
筆
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
開
館
は
昭
和
五
十
四
年
と
い
う
。
天
折
し
た
村
山
椀
多
、
関
根
正
二
ら
の
作

品
が
展
示
し
て
あ
る
。
村
山
も
関
根
も
、
上
田
や
長
野
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

別
所
温
泉
に
は
、
常
楽
寺
美
術
館
が
あ
る
。
昭
和
四
±
二
年
の
開
館
だ
。
特
に
古
瓦
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
有
名
で
あ
る
。

ま
た
、
倉
田
白
羊
の
油
彩
画
も
面
白
い
。
白
羊
は
農
民
美
術
研
究
所
の
副
所
長
に
な
っ
て
、
上
田
市
に
転
居
し
た
。

こ
の
他
に
も
上
田
市
上
野
に
は
、
上
野
美
術
館
が
あ
る
。
茶
道
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

上
田
市
国
分
に
は
、
木
彫
館
が
あ
る
。
農
民
美
術
の
制
作
者
尾
沢
千
春
、
敏
春
父
子
に
よ
る
も
の
だ
。
世
界
各
地
の
木
彫

人
形
や
自
作
の
人
形
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

八
、
お
わ
り
に
あ
た
っ
て

「
朝
日
新
聞
」
　
の
日
曜
版
（
昭
和
五
十
五
年
～
五
十
七
年
）
　
に
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
美
術
館
、
八
十

七
館
を
巡
り
、
連
載
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
が
後
に
『
ユ
ニ
ー
ク
な
美
術
館
め
ぐ
り
』
　
（
朝
日
新
聞
社
編
、
昭
和
五
十
七

年
）
　
と
な
っ
て
ま
と
め
ら
れ
る
。
地
区
別
に
み
る
と
、
東
京
都
二
十
二
館
。
次
い
で
多
い
の
が
長
野
県
の
入
館
。
静
岡
娼
五

館
。
兵
庫
県
と
岡
山
牌
が
四
館
。
北
海
道
、
京
都
府
の
三
館
と
続
く
。
こ
の
本
の
中
で
、
長
野
県
で
選
ば
れ
た
八
館
は
、
上

田
市
山
本
鼎
記
念
館
。
軽
井
沢
高
輪
美
術
館
。
北
野
美
術
館
。
信
濃
デ
ッ
サ
ン
館
。
信
州
新
町
美
術
館
。
北
斎
館
。
八
ヶ
岳

美
術
館
。
禄
山
美
術
館
で
あ
る
。

本
学
開
放
講
座
の
「
美
術
館
め
ぐ
り
」
に
選
ん
だ
北
野
美
術
館
と
信
州
新
町
美
術
館
が
あ
る
。
ま
た
、
美
術
デ
ー
の
禄
山



美
術
館
。
美
術
史
レ
ポ
ー
ト
の
山
本
鼎
記
念
館
も
含
ま
れ
て
い
る
。
何
か
ほ
っ
と
す
る
思
い
が
す
る
の
で
あ
る
。

一
昨
年
、
上
田
市
が
召
集
し
た
「
上
田
市
の
明
日
を
考
え
る
合
」
に
、
短
大
を
代
表
し
て
参
加
す
る
。
そ
こ
で
、
上
田
市

に
美
術
館
の
建
設
を
提
言
し
た
。
美
術
展
の
で
き
る
貸
会
場
の
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
も
の
。
地
元
ゆ
か
り
の
作
家
の
美
術
品
の

蒐
集
と
展
示
。
い
ず
れ
に
せ
よ
多
額
の
資
金
を
使
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
ユ
ニ
ー
ク
な
美
術
館
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

人
々
が
そ
こ
に
集
い
、
心
に
安
ら
ぎ
が
み
ら
れ
る
美
術
館
の
建
設
を
願
っ
て
い
る
。

☆
参
考
文
献
と
図
版
出
典
文
献

○
『
美
術
館
学
入
門
』
　
（
井
出
洋
一
郎
、
明
星
大
学
出
版
部
、
平
成
五
年
）

○
上
田
女
子
短
期
大
学
『
開
放
策
座
』
　
（
平
成
六
年
）
　
「
美
術
館
め
ぐ
り
」
　
（
山
本
秀
麿
）

○
『
信
州
の
美
術
館
』
　
（
鈴
木
潔
、
保
育
社
、
昭
和
六
十
年
）

○
『
長
野
県
美
術
大
事
典
』
　
（
小
崎
軍
司
編
著
、
郷
土
出
版
社
、
昭
和
六
十
一
年
）

○
『
ユ
ニ
ー
ク
な
美
術
館
め
ぐ
り
』
　
（
朝
日
新
聞
社
編
、
昭
和
五
十
七
年
）

○
図
1
、
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
方
・
歩
き
方
』
　
（
木
村
英
夫
著
、
七
賢
出
版
、
平
成
四
年
）

○
図
2
　
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
図
詳
事
典
』
　
（
水
之
江
有
一
編
著
、
北
星
堂
、
一
九
九
四
年
）
　
か
ら
使
用
す
る
。

○
図
3
～
図
6
　
『
絵
で
み
る
シ
ン
ボ
ル
辞
典
』
　
（
水
之
江
有
l
編
著
、
北
星
堂
、
昭
和
六
十
一
年
）
　
「
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
エ
ン

ブ
レ
ム
　
（
寓
意
と
表
象
）
」
　
（
ウ
ィ
ー
ン
、
一
八
八
二
年
）
　
よ
り
掲
載
し
た
。

美
術
館
に
心
の
安
ら
ぎ
を
み
る




